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令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日

大田区立羽田中学校
校 長 小 川 幸 男

令和５年度学校経営方針

民主的な社会の形成者としての資質育成を期し、
生徒・教職員が日々努力する学校を目指して

Ⅰ 教育目標
人間尊重の精神を基調として、広い視野をもって未来を生き抜く、心身共にたくま

しい生徒を育てるために、次の目標を掲げ、全教職員で教育実践に取り組む。

〇豊かな心 〇学ぶ力 〇健やかな体

Ⅱ めざす学校像
〇生徒が安心して安全に生活できる学校

〇生徒・教職員が夢をもち、夢に向かって努力し続ける学校

〇生徒・教職員が(羽田中学校に)所属することに喜びと誇りをもてる学校

〇一人一人の個性・特性を生かし、規律と活力のある学校

〇地域との連携を深め、地域・保護者に信頼される学校

〇教職員と生徒・生徒同士が信頼関係で結ばれた温もりのある学校

Ⅲ めざす生徒像

Ｈ Heart「豊かな心」
自他の命を尊重し、互いの存在を認めあえる生徒

Ｎ Never Give Up「あきらめない意志」
夢実現のため、あきらめない強い意志をもった生徒

Ｄ Do Your Best「全力で学び、全力で体を鍛える」
中学校生活に最善を尽くして取り組める生徒

Ⅳ 学校経営の基本方針
〇「豊かな心と主体性を育む教育」を推進する。

〇「学力向上・体力向上のための取り組み」を推進する。

〇「地域と共に子どもを育てる教育」を推進する。

〇「規律ある学校生活」を送らせる。

〇「信頼される学校」であり続ける。
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Ⅴ 学校経営の方策

１「豊かな心と主体性を育む教育」を推進するために・・・

〇 様々な機会をとらえて、生徒を褒める。頑張ったことに対してプラスの評価を与え

ることで、意欲的に中学校生活を送らせる。

〇 道徳教育・開発的カウンセリングを柱とした全教育活動を通して、人権尊重を推進

し、自他の生命を尊び、 互いを認め、思いやりある心情・態度を育てる。

〇 ＷＥＢＱＵを活用し、生徒一人一人の状況を把握し、生徒に寄り添った支援を行う。

〇 学級活動や生徒会活動・学校行事・集会等への参画を通して、社会形成のスキルを

育てるとともに、集団の発達段階を把握しながら自立的活動ができる集団を育成する。

〇 体育祭・文化祭等の学校行事や移動教室等での自然体験活動、職場体験、その他の

校外学習、部活動等での体験的活動を通して、温かな人間関係を築くと共に、生徒の

主体性を育成する。

〇 各行事への取り組みを通して、達成感と感動を体感させる。

〇 通常学級と特別支援学級との交流を図り、相互理解を深める。

〇 発達障害・情緒障害の傾向にある生徒に対して、特別支援教室(SR)を中心にした指

導を実施し、生活面や学習面での困難を克服・改善できるようサポートする。

〇 挨拶の励行を基本に、あらゆる場面で礼儀の大切さを理解させ、時と場をわきまえ

た言動ができる生徒を育成する。教職員の率先垂範により挨拶を習慣化させる。

〇 様々なボランティア活層を体験させ、「人のために役立つ」喜びを味わわせ、自己

有用感を育成する｡また、社会の中での役割と責任を自覚させる｡

２「学力向上と体力向上のための取り組み」を推進するために・・・

〇 授業規律と教室内外の環境整備を徹底し、落ち着いた学習環境を確立する。

〇 学区域内の小学校との連携を強化し、基本的な学習習慣を定着させる取り組みに力

を入れる。

○ 学期に１回授業相互見学期間を設け、教員が授業を互いに見学して、自らの授業力

向上に資する。研修としての授業研究に取り組むとともに、積極的に他校での授業を

見学することで全教員が授業力を高める。

○ 自己調整学習に必要な学習方略のスキルを指導し、家庭学習の定着と学力の向上を

図る。生徒の学習状況を把握し、学習カウンセリングにより実行支援を行う｡

〇 生徒が主体的に取り組み、集団の中で自分の意見を述べたり、仲間の意見を聞いた

りすることで理解を深めていく授業を展開する。そのツールとしてのＩＣＴ機器の活

用を推進する｡

○ 全教科を通して、計画的・組織的な情報活用能力の育成を行う。

〇 読書学習司書を有効活用し、生徒の読書量を増やすことで、文章読解力の基礎を身

に付けさせ、学力の基盤とする。

〇 学習指導講師との情報交換を密にし、学習教室を有効に活用する｡

〇 キャリア教育の一環として、「はばたきプロジェクト」を実施し、生徒一人一人に

夢を抱かせ、自ら進んで学び、未来を切り開く力を身に付けさせる。

〇 生涯学習の基盤としての健康教育、体力向上に対する生徒の意識を高め、自ら積極

的に体を動かすよう指導する。

〇 「体力向上プログラム」を活用した取組（一校一取組「投力と持久力の向上」）や、

健康と食に関する教育を充実させる。
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３「地域と共に子どもを育てる教育」を推進するために・・・

〇 家庭や地域社会と連携し、保護者や地域の力を活用して意欲的に社会に貢献する生
徒を育てる。

〇 充実した施設を活用し、環境教育の充実を図ると共に、羽田空港を間近に望む地域
性を生かして国際理解教育を推進し、世界に視野を広げ多角的に物事を考え行動でき
る資質を培う。

〇 週休日の学校公開、学校だより、学年だより、学校ホームページ等を活用し、学校
の教育活動や学校の自己評価・保護者アンケート結果を公開し、保護者・地域の方か
らのご理解とご協力を得る。

４「規律ある学校生活」を送らせるために・・・

〇 生徒一人一人に将来の目標をもたせ、目標実現に向けて日々努力していけるようサ
ポートする。進路指導を充実させ、主体的に自己の進路を切り開かせる。

〇 基本的生活習慣を定着させるため、５月と１０月に実施する「早寝、早起き、朝ご
飯月間」を有効活用して、生徒の意識を高める。

〇 学校行事や部活動等を有効活用し、生徒の自己肯定感を高め、事後の生活指導では
なく、未然に防ぐ生活指導に重きをおく。

〇 毅然とした指導と、カウンセリングマインドを活かした指導を併用し、調和のとれ
た生活指導を行う。

〇 法教育を通して、他者の権利を侵害する違法行為を認識させる｡特に、刑法等に触
れる行為は絶対に許さず、安全な学校生活を確保する｡また、いじめが違法であり許
されないとの認識を育て、早期発見に努め、迅速に組織的に対応、解決に努めるする｡

〇 生活指導に関わる内容は可能な限り迅速に全教職員で情報を共有し、生活指導主任
を中心に組織的な指導を行う。

〇 学区域内小学校との連携を深め、協力して基本的な生活習慣を確立させる。小中一
貫教育を推進し、生活指導スタンダードと学習指導スタンダードによる指導を徹底す
る。

〇 支援委員会を中心に組織的に、課題のある生徒・不登校生徒への支援・対応を効果
的に進める。特別支援教育コーディネーター・不登校コーディネーターを中心にした
ＳＣやＳＲ、登校支援員・学校特別補助員、適応教室つばさ、子ども家庭支援センタ
ー・児童相談所等外部機関との連携を強化する。

〇 不登校対策として、登校支援教室「とまり木｣を設置し、個に応じた支援を行う｡

５「信頼される学校」であるために・・・

〇 教職員一人一人が自らの職責を自覚し、服務を遵守すると共に自己研鑽に努める。
〇 教職員一人一人が自らの職務に誇りをもち、信念をもって指導にあたる。
〇 積極的に地域行事等に参加して、生徒・保護者・地域の方との信頼を深める。
〇 資源循環を意識し、光熱費・水道費・消耗品費を可能な限り抑える。
〇 保護者・地域の方からのご意見・ご要望・ご相談には迅速・丁寧に対応する。
〇 会計（公費・私費）を適正に執行し、学校徴収金等検討委員会を開いて確認を行う｡
〇 電話対応・来校者対応には、親切・丁寧な接遇を図る等、凡事徹底を図る。
〇 教職員がライフワークバランスを確立し、自らの人間性や創造性を高め、効果的な
教育活動を行う。
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